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HeLa 細胞のヒスタミン H1 受容体遺伝子発現亢進を抑制するかについて検討した。さ
らに toluene-2,4-diisocyanate(TDI)アレルギー性鼻炎モデルラットの鼻腔に低用量の
ナローバンド UVB を照射して TDI 誘発による鼻粘膜のヒスタミン H1受容体遺伝子発
現の亢進および鼻症状を抑制するかについて検討した。 




ヒスタミン H1受容体遺伝子発現の亢進を抑制し、315nmの UVB ではその抑制効果が
なかった。また 150mJ/cm2の用量で 310nm のナローバンド UVB は照射後 4 時間まで




次に 310nm のナローバンド UVB を TDI アレルギー性鼻炎モデルラットの鼻腔に 3
日間照射してから TDI による誘発を行うと、アポトーシスを誘導することなく、鼻症状お
よびヒスタミンH1受容体遺伝子発現の亢進を抑制した。一方、７日間の照射ではアポト
ーシスを誘導して、鼻症状もヒスタミンＨ１受容体遺伝子発現の亢進も抑制しなかった。 
以上の結果から、低用量のナローバンド UVB の鼻腔への短期間の照射が鼻粘膜
のヒスタミン H1 受容体遺伝子発現の亢進を抑制して、鼻炎症状を抑制する可能性が
示唆され、アレルギー性鼻炎の治療に用いられる可能性が考えられた。 
 


